
みかんまつり� (H4年から)
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ビッグイベン卜の第48回国民体育大会もH5年に開催されました。

昭和30年� 3月� 1日，勝浦町が誕生して早くも40周年を迎えます。

勝浦町では� 3月� 1日に勝浦町農村環境改善センターにおいて記

念式典を開催するほか，夕方から記念講演会も行なわれます。� 

(世清数)2，051戸� (人口)男� 3，571人女�  3，859人計�  7，430人� (平成7年� 1月31日現在)⑨⑧⑨ 
(出生)男O 女3 計3 死亡)男2 女1計3 転入)男5女6 計 転出)男5女8 計13 (平成7年� 1月中)

広報かつうら� 3月号第297号平 成7年3月� 18発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511 (代)FAX2-3028

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町誕生40周年

MUS04
テキストボックス
30周年以後様々なイベントが開催されました
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MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第)⑩⑨⑧⑨⑧⑧
とき 
  

3月4日出開場  6時00分


午後 6時30分開演~午後 9時45分


ところ

農村環境改善センタ一大ホール

芸能文化の振興を図り，また，生涯学習の発

表の場として，毎年開催しております。

ご近所お誘い合わせのうえ多数ご観覧くださ

い。なお，先着 150名様に記念品を用意していま

す。

〈主催〉勝浦町文化協会・勝浦町教育委員会

相
原
古

7
さ
ん

教
育
功
労
で

勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

相
原
さ
ん
は
徳
島
県
師
範
学
校
を

卒
業
し
、
昭
和
十
五
年
四
月
横
瀬
小

学
校
の
教
壇
に
立

つ
こ
と
以
来
昭
和

五
十
四
年
三
月
ま
で
の
三
十
九
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
教
職
に
従
事
さ
れ
、

横
瀬
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
郡
小
学
校
長
会
会

長
、
郡
教
育
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
教
育
功
労
者
と
し
て
数
々

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
退
職
後
は
町
社
会
教
育
指
導
員
、

郡
退
職
校
長
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

現
在
も
町
教
育
委
員
長
、
町
文
化
協

会
長
な
ど
の
要
職
に
つ
か
れ
ご
活
臆

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
こ
う
し
た
多

年
に
わ
た
る
教
育
へ
の
活
躍
と
多
大

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙
勲
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
教
育
に
貢
献
さ

れ
た
相
原
さ
ん
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、

あ
わ
せ
て
、
こ
の
受
章
の
喜
び
を
と

も
に
味
わ
い
た
く
存
じ
ま
す
。

にノ

¥ノ 

3.

2.

回

勝滞111-舌併 40周年~-;è怠式典
女と き 平成 7年 3月 1日同 勝浦町は.昭和30年 3日 1日に旧横瀬町と|日生比奈村が合併し

午前10時から
て誕生しました。そして‘今年3月 1日に合併40周年を迎えます。

この記念すべき年を祝い勝浦町で‘は.今年3月 1日(水).勝浦
女ところ 勝浦町農村環境改善センター 町農村環境改善センターにおいて記念式典を開催するほか.様々

な記念事業を行います。
記念事業

メッセージ専用封筒および利用方法
タイムスリップメッセージ

広報かつうら 3月号に折り込みしである封筒です。

合併40周年にあたる平成  7年から貴方の家族や友人 専用封筒(広報折り込み)でなければ受け付けでき

あるいは貴方自身にあてたメ ッセージを， 10年後にタ ません。不足の場合は，勝浦町役場総務課にありま

イムスリ ップさせお送りするものです。 す。(便せん等は自由です) 

このメ ッセージの受け付けを次のとおり行いますの 4.料金 無料です。

で，多勢の方の利用をお待ちいたしております。

※利用方法  
勝浦町が誕生して40年という， 20世紀最後の節

1.受け付け期間
目の年として，平成 7年度に行う行事やイベント

平成 7年 3月 1日から 31日まで 
を合併40周年記念事業としてとらえ，様々な工夫

受け付け場所
をこらしたものといたしますので，多数の参加を

勝浦町役場総務課
おf寺ちいたしております。

MUS04
テキストボックス
第10回芸能大会

MUS04
テキストボックス
勝浦町合併40周年記念式典

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
スタンプ



血日赤奉仕団の方が集めた義援金を

日赤徳島県支部へ渡す� 1平内委員長

内

勝
浦
町
日
赤
奉
仕
団
委
員
長

坪

奈

津

子

一
月
十
七
日
に
起
き
た
惨
状
き
わ

ま
り
な
い
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
に

心
か
ら
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
一
日
も
早
〈
平
常
の
生
活

が
房
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す。
日
赤
奉
仕
団
員
の
心
情
か
ら
、
各

区
長
さ
ん
ご
了
解
の
も
と
、
町
内
全

戸
に
義
援
金
を
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
真
心
こ
も
る
多
大
な
ご
芳
志

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

方
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
と
、
皆
様
方
の
温
か
い
お
志

に
、
寒
い
中
、
・
お
世
話
を
か
け
た
奉

ヘ
願
い
こ
め
て
グ


-、

h

復

興


か
っ
た
そ
う
で
す
。
や
は
り
常
々
の

親
睦
と
交
流
の
深
さ
の
現
わ
れ
で
し

ょ
フ
か
。

地
域
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
運

動
で
は
、
一
町
一
花
運
動
、
一
つ
の

町
に
一
つ
の
花
を
と
、
う
る
お
い
の

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
心
の
豊
か

な
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
内
で

は
昭
和
四
十
年
に
支
部
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
し
、 

A
7
や
町
内

ど
こ
の
家
に
も
花
づ
く
り
が
盛
ん

で
、
ま
さ
に
花
を
通
し
て
の
交
流
と

親
睦
に
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
日
赤

奉
仕
団
員

1
花
守
つ
く
り 

1
地
域
づ
く

り
と
、
「
住
ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま

ち
|
阿
波
勝
浦
」
の
一
助
の
花
ゃ
つ
く

り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご

d戸『、

冒
ぬ
ヴ
伺
中
目
白
白
隠
号
四
角


協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

(受信専用ファックス)

表
桜
木
義
夫
氏
)
の
呼
び
か
け
で
、

P
T
A
や
町
内
有
志
約
五
十
名
に
よ

一
一
月
四
日
出
立
春
の
日
の
朝
、
勝

被
災
者
に
届
く
町
民
の
こ
こ
ろ

一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
に
伴
う
救
援

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解

と
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
義
援
金

や
物
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

こ
れ
ら
の
救
援
品
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
関
係
機
関
を

通
じ
被
災
者
の
方
々
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

浦
町
社
会
活
動
青
少
年
育
成
会
(
代

-義 援 金

日赤奉仕団取扱分 4.689.673円� 

社会福祉協議会。 1.133.406円� 

・救援物資

みかん 1，508車首� 

食料品等 154車首� 

る
『
立
春
餅
っ
き
大
会
』
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
中
学
校
で
は
、
全
校
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
行
な
わ
れ
『
入
試
合
格

・

体
力
増
強
・
自
立
促
進
』
の
思
い
が

仕
団
員
も
報
わ
れ
た
と
喜
ん
で
お
り

ま
す
。二

月
一
目
、
事
務
局
の
方
と
共
に

日
赤
県
支
部
へ
義
援
金
を
持
参
し
、

お
渡
し
し
ま
し
た
。
人
口
の
少
な
い

勝
浦
町
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
義
援
金

を
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
「
ど

う
か
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
・
お
伝

え
く
だ
さ
い
は
と
丁
重
な
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
地
域
に
は
、
全
国
か

ら
、
何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
と
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

躍
に
、
胸
ほ
の
ぼ
の
と
し
頭
が
下
り

ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
と
違
い
住
民

の
協
力
体
制
と
連
帯
意
識
が
強
く
な

っ
た
と
か
。
北
淡
町
で
は
、
相
互
扶

助
の
強
い
地
区
で
の
立
ち
上
り
が
早 

込
め
ら
れ
た
紅
白
の
餅
を
配
ら
れ
た

生
徒
た
ち
は
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
っ
か
れ
た
餅
の
一
部

は
、
徳
島
新
聞
社
を
通
じ
て
阪
神
大

震
災
の
被
災
者
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

れています。

そこで，法務省では.この家族法の改正の検討

にあたって.国民の皆さんのご意見を参考にさせ

ていただくため.受信専用ファックス「家族法ホ

ットライン」を設置しました。

国民の皆さんからのご意見をお待ちしています。

「家族法ホットライン」について
法制審議会民法部会は，民法のうち家族法(親

族法.相続法)の分野について法改正の審議を進

めておりますが.今回の改正審議の対象となって

いる事項は，夫婦がそれぞれ別の氏を称すること

を認めるか，夫婦が5年以上共同生活をしていな

い場合には裁判上の離婚を認めるか.嫡出でない

子の相続分を嫡出である子の相続分と同等にする

かなど.国民生活に深く関わる問題がとり上げら

も

U
P

B

ファックス
03-3592-7786番号

・受付期間 平成� 7年� 1月17日同 正午

同年� 3月31日樹 午後5時

回

MUS04
テキストボックス
復興へ願いを込めて

MUS04
テキストボックス
青少年健全育成を願って

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
か
み

特
に
高
齢
者
の
事
故
も
多
く
な

交
通
事
故
が
多
発
す
る
な
か
、

つ
か
れ
た
り
し
て
被
害
を
受
け
て
い

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
飼

ル
を
正
し
く
知

っ

い
犬
が
人
に
か
み
つ
き
、
被
害
を
与

て
守
る
た
め
、
歩
行
者

・
自
転

え
た
場
合
に
は
、

飼
い
主
の
責
任
と

車
等
の
交
通
安
全
教
室
を
、
三

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被
害
を
未
然

月
十
日
午
前
十
時
か
ら
西
岡
の

に
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

勝
浦
自
動
車
教
習
所
で
開
催
し

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。

信
留
守
の
変
わ
り
目
に
渡
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

・-

。

-由
也
�
 

E
T
a
，

区 j:~ 所

A
7

四

回

町
役
場

環
境
衛
生
課
�
 

②
散
歩
は
つ
な
い
で
行
い
、
フ
ン

信
号
機
の
な
い
道
路
で
、
車
が
近
づ
い

て
い
る
の
に
機
断
し
て
い
ま
せ
ん
か

の
後
始
末
等
、
マ
ナ
ー
を
守
る
。

③
犬
を
捨
て
な
い
。
飼
い
犬
が
不

要
と
な
っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月
広
報

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
買
い
上
げ

日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

④
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

リサイクルで

豊かな未来
今月のアルミ缶 ・スチール缶回収日

お
年
寄
り
は
特
に
こ
ん
な
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
�
 

三
月
十
日
・
午
前
十
時
か
ら

勝
浦
自
動
車
教
習
所
で

っ
て
い
ま
す
。

交
通
ル
�
 
l

ま
す
。

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
開
催

各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
き
缶
の

分
別
収
集
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

一
般
収
集
に
あ
き
缶
が
出

て
い
ま
す
。

分
別
す
る
と
貴
重
な
資

源
と
し
て
再
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
う
え

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
月
の
回
収
日
は
、
次

の
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

¥ー/ 

¥一/

みんなで

犬害の 3月あき缶回収日程表

ない町に
回収日

第 石原 桜建設事務所

沼江集会所BS 月

沼江

掛谷 掛谷集会所 前

曜 山西 山西公会堂横自転 車 置 場

日 中角 農村婦人の家
(6日) 馬越ゴミフェンス横

不用犬の 第
山

岩

谷

山
�
 

今山橋北詰ゴミフェンス横

中央橋北詰勝浦 会 館前

川口氏宅の貯蔵庫前

消防詰所横

買い上げ日 黒

星

中

月
曜
日犬の放し飼いは

(13日)
やめましょう。 

第 生名 東 林庵

島豆腐屋さん前

月 久国 久国集会所裏

3月8日同 

3月22日同 曜 棚野 河 川 敷 ゲ ー ト ボ ール場横

日 パチンコ庖前道路南側
(20日) ク 大井堰碑の前

横瀬 前川集会所

第 勝浦郡農協本所

⑤
補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行
つ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

(
二
!
二
五
一
一
)
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

イシ 広 瀬宅東

月 。 小倉新平宅前三文路

曜 旧 農 協 跡地

日 

(27日)
内

本

与

坂

勝浦郡農協与 川 内出張所

勝浦郡農協坂本事業所横

消 防 詰 所横

MUS04
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家屋の動揺が激しく!すわりの懇い花び

震度� S(強震) 
)) 

、I、，

津波情報

津波の到達予想時刻を発表します。実際に

津波を観測した場合には，観測した時刻やそ

の高さなどを発表します。

内・� .... . . .~. .... .-.....，.， 、門-...r.........................・ー叩ハ戸、.、ハハ
 戸、円 . .....ハ . ...閥...“ヤハ、............̂....，.....戸、ハハ、円ハハハハ八円..............
《 、内............-. ・・ハ 凡
ハ、円。、ん川町円ハハハ.....-......... .... ~町
 -.......-..

震度の目安

地震の際に発表する情報

は，津波予報も含めて右の� 

5種類になります。

震度3(弱震)

ぷ初、

) 

。� 
) 

v 山� 'ωv 
)) 

家屋が揺れ.戸障子がガタガタと鳴動し

電灯のようなつり下げ物は担当揺れ，器

内の水面の動くのがわかる程度の地震。

震度速報

地震発生から� 2分後に.震度3以上の地域

名を発表します。

この速報は防災機関，報道機関がすばやく

防災対応をとるための情報です。テレビ，ラ

ジオでも伝えられます。

津波予報

津波の来襲が予想される地域と，予想され

るおおよその津波の高さを発表します。日本

の近海で起こる津波については，地震発生後� 

3分程度で発表します。

津波の高さは，地震の規模� (マグニチユー

ド〉や震源の深さなどによってちがいます。

津波予報は，予想される津波の高さによって，

津波警報と津波注意報に分けて発表されます。

んなどは倒れ，器内の7Jくはあふれ出る。 壁に智Jれ目がはいり� 墓石.石どうろうI

また.歩いている人にも感じられ，多く がたおれたり， 煙突 石屋などが破損す

の人々は戸外に飛び出す程度の地震。 る程度の地震。

家屋の倒療は30%以下で.山くずれが起

き。 他割れを生じ 多くの人々が立って� 11家屋の倒療が30%以上におよび.山くず

いることができない程度の地震。� 11れ!池害jれ� 断層などを生ずる。i

ハハハハ..

地震情報

震源の位置，地震の規模( )，マグニチユード

震度� 3以上の地域名を発表します。

津波予報の発表状況や，津波の心配がない

場合の解説「この地震による津波の心配はあ

/ー、

りません」もこの中で発表します。

各地の震度に関する情報

震源の位置，地震の規模� (マグ二チュド)

に加え，震度� 1以上の地点を，地域ではなく

観浪UR-ごとに発表します。 

交通事故相談日

-日時  3月27日(月)
午前9時から午後4時

まで

場所 小松島中央会館

・相談員 新井淳

※お気軽にご相談ください。

-電話のご相談もお受けします

宮� 0886-22-5279<直通)

相駁目:月曜から金曜午前 9 時半~12時
午後� T時~4時40分(祝祭日を除く〉 

O専門の相談員ガ親身になってご相談1.::JiIDじます

。弁.士相談日� :

毎月第T・第3水曜日午後11時-4時

社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター

MUS04
テキストボックス
震度の発表方法について

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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題
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8
8
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E
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8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
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8
8
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一叩

F
8
5
2
8
E
g
g
E
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
3
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
L

「
女
性
問
題
を
考
え
る
」
講
演
会


講
演
は
、
聞
く
人
の
心
を
と
ら
え
好

評
で
あ
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

昭
和
四
十
六
年
第
六
回
上
方
漫
才

新
人
賞
。
第
一
回
�
 

新
人
コ
ン

補
助
制
度
に
つ
い
て

テ
ス
ト
優
秀
敢
闘
賞
。

昭
和
四
十
八
年
第
八
回
上
方
漫
才

N
H
K

大
賞
受
賞
。

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日
�
 ω

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
�
 

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
正
児

「
こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の

い
い
関
係
」

女
開
催
目

安

場

所

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
十
五
年
香
川
県
琴
平
町
出
生

大
阪
市
立
市
岡
商
業
高
校
卒
業

関
西
汽
船
二
年
間
勤
務
、
ま
た
珠

〈著
書
〉

三
角
あ
た
ま
の
に
ぎ
り
め
し

「レ

ッ
ツ
ゴ
ー
正
児
の
ゴ
ル
フ
絵
日

記
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
仲
間
た
ち
」

な
ど
が
あ
る
。

合
併
浄
化
槽
の
は
た
ら
き

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生

活
雑
排
水
(
台
所
や
風
呂
場
か
ら
の

排
水
)
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
水
路
に
流
し
ま
す
。

申

し

込

み

平
成
七
年
度
に
お
い
て
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

三
月
三
十

一
日
幽
ま
で
に
ご
連
絡
く

生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
浄
化
を

図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て

算
教
師
な
ど
を
勤
め
る
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
年
じ
ゅ
ん
・

長
作
を
加
え
「
レ

ッ
ツ
ゴ
ー
三
匹」

を
結
成
。
自
ら
の
芸
能
生
活
体
験
を

テ
�
 
l
マ
に
、
人
生
の
教
訓
に
富
ん
だ

を巻
℃ど さ島

宗主管
て喜 λ
日寺市聞
をく
楽に人
し日の
みご笑
まろい
しのの
よ疲渦
う れ に

金り
のま人
額す槽
は 。の
、人区

別槽分
表のご
の 区と
と分に
おに限
りよ度
でる額
す補が
。助あ

「
己
管
理
で
あ
り
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
ま
た
、
家
業
と
し
て
の
意
識
が
強
く
、

一

…

一

小

⑧

一

条

適

用

外

で

あ

っ
て
、
農
産
物
貿
易
自
由
就
労
に
応
じ
た
労
働
報
酬
や
休
日
も
あ

…

一

ふ

一

働

基

の

農

林

漁

業

を

取

り

ま

く

情

勢

を

2
2
2
3、
就
労
面
で
の
間

一

一

一
一

フ

一

労

反
映
し
て
、
生
産
向
上
を
図
ろ
う
と
す
題
点
も
み
ら
れ
ま
す
。

一

…

一

プ

一

レ

一

る

こ

と

か

ら

過

重

労

働

に

な

り

が

ち

で

こ

れ

ら

を

改

善

し

、

関

係

機

関

と

連

一

…

長
業
の
振
興
に
は
、
従
事
す
る
人
長
時
間
労
働
、
農
薬
散
布
、
機
械
操

の
健
康
が
土
台
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
作
、
不
自
然
な
姿
勢
の
作
業
な
ど
が
女

農
林
業
労
働
は
、
家
族
労
働
に
負
う
面
性
の
健
康
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
�
 …

司

」

何

が

大

き

く

、

労

働

や

健

康

の

管

理

が

白

い

ま

す

。
�
 

…

叩

一

一

一

�

 

ρ

7
一
�
 

1

す
。

い
ま
す
。
�
 

…
�
 

…

首

向

島
出

幽

明

11 '" 20人槽�  1，854，000円� 

21 '" 30人槽�  3，296，000円� 

4，326，000円31 '" 50人槽�  

、--/

\~ 

固

携
し
、
農
林
漁
業
に
従
事
す
る
女
性
の

一

一
子

一

月

川

農
林
漁
業
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
る

労
働
条
件
の
整
備
を
図
り
、
健
康
管
理

由

土

佐

一

潜

在

に

と

っ
て
は
、
家
事
育
児
も
加
体
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一

一

一

女

一

時

間

時

わ

り

、

そ

の

負

担

は

大

変

重

く

な

っ
て

一
�
 

…

掃

し

健

-人槽の区分による補助金額(別表)

人槽区分 補助金額�  

5 人 槽� 309，000円� 

463，000円6"'7人槽�  

824，000円8"'10人槽�  

だ
さ
い
。

な
お
連
絡
は
、
浄
化

槽
を
設
置
す
る
前
に
必

ず
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
家
を
新
築
さ
れ

る
方
、
水
洗
便
所
に
改

善
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

大」い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
�
 
お
h

申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
、
環
境
衛
生
課

(
宮
二

|
二
五

一
一
�
 

)

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
新女性ライブプランシリーズ⑧健康管理と労働条件の整備
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ビ
ッ
グ
ひ
な
人
形


デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
者
の
力
作

二
月
二
十
七
日
か
ら
横
瀬
、
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
る

l

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
パ 

ト
7
に
、
棚

野
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『
オ

レ
ン
ジ
荘
』
を
利
用
さ
れ
て
い
る
、

お
じ
い
さ
ん
、
・
お
ば
あ
さ
ん
が
、
約

一
か
月
前
か
ら
新
聞
紙
を
小
さ
く
ち

ぎ
り
、
細
か
く
つ
い
て
粘
土
を
作
り

貼
り
合
せ
て
色
づ
け
し
た
、
等
身
大

ど
い

り

ぴ

&

の
み
ご
と
な
内
裏
雛
が
登
場
。
昨
年

の
ジ
ャ
ン
ボ
ち
ぎ
り
絵
に
続
く
大
作

で
す
。

...ビ ッグひな人形と金ぴょう風

，-司、

IllIlI/lilfJolJ 

~ 国民年金保険料の納め忘れはあり£ぜんか� ? ~ 


平成6年度もあとわずか。

ご自分にとっても大切な年金，キチンと納めて老後に備えましょう� O

/ー、

回

⑩⑨⑧⑧⑧@⑧⑨⑥ 

納付組織

各地区の納税組合や婦人会などに加入し，毎月の保

険料を世話人さんに預けることによって，ご自分で納

めに行く手聞が省けます。

口座振替

公共料金と同様に，毎月自動引き落としができます

ので，便利で確実です。

忙しい方や留守がちな万にお勧めします。

前納制度�  

1年分� (一定期間)の保険料をまとめて納めますと.

毎月納める手聞が省けるうえに，保険料の割引きがあ

るのでお得です。� 

⑩⑨⑦⑧⑥ 
国民年金保険料の納め忘れはありませんか。もう一

度お確かめください。

もしも，保険料の納め忘れがあると，将来の老齢基

礎年金の額が少なくなったり ，受けられなくなること

があります。

また，思いがけない事故や病気により障害者になっ

たり.不幸にも亡くなられたときの障害墓礎年金や遺

族墓礎年金が受けられなくなったりします。

毎月キチンと保険料を納めることが，大切です。� 

⑧⑨⑨⑧⑩⑩⑩⑥ 
平成6年度分の保険料をお手持ちの納付書で払い込

みできるのは，平成7年4月末までです。� 

5月になると，住所地を管轄する社会保険事務所で

過年度分の納付書を発行してもらい納めることになり

ます。

保険料は忘れずに納期内に納めましょう。

ビ
ッ
グ
ひ
な
市
三
月
四

1
五
日

手
作
り
品
・
特
産
品
販
売

会
場
に
お
い
て
、

三
月
四
日
と
五

日
に
、
手
作
り
品
、
特
産
品
、
お
菓

子
、
花
な
ど
を
実
行
委
員
会
が
販
売

し
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
勝
浦
中
央
商
庖
街

の
協
力
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
ひ
な
行
列
・
稚
児
行
列

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
/

ひ
な
祭
り
最
終
日
の
三
月
五
日
、

午
前
十
時
か
ら
勝
浦
郡
農
協
本
所
前

か
ら
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
約

一
キ
ロ
を
行
列
し
ま
す
。
稚
児
行
列
、

ひ
な
行
列
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

〈主
催
〉
勝
浦
・
井
戸
端
塾 

MUS04
テキストボックス
国民年金から国民年金保険料の納め忘れはありませんか平成6年度もあとわずかご自分にとっても大切な年金キチンと納めて老後に備えましょう

MUS04
テキストボックス
納めて安心　　　　　　納め忘れないために

MUS04
テキストボックス
保険料は納期内に
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リ
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¥_/

A
7

団

税
に
つ
い
て

勝
浦
中
学
校
三
年

光

井

弥

生

私
は
、
何
か
を
買

う
と
、

い
つ
も
の
よ

う
に
、
必
ず
消
費
税

が
つ
い
て
き
ま
す
。

私
は
、
消
費
税
は
、

一
円
玉
と
か
五
円
玉

と
か
が
ふ
え
る
ば
か

り
で
、
す
ご
く
嫌
だ

か
て
の
ル
」
因
む
っ
て
い
ま

あ
る
日
、
家
の
近

く
の
坂
に
、
新
し
く

街
灯
が
つ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
家
の

近
く
な
の
で
、
私
た

ち
家
族
は
、
す
ご
く

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

街
灯
が
つ
い
た
と
き

は
、
私
た
ち
家
族
も
、

近
所
の
人
た
ち
も
、

す
ご
く
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
街
灯
が
つ
く
前
は
、
ち
ょ
っ

と
外
に
出
る
の
も
、
明
り
が
な
い
と

す
ご
く
不
便
だ
っ
た
け
ど
、
街
灯
が

つ
い
て
か
ら
は
、
何
も
持
た
な
く
て

い
い
よ
う
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
私
は
、
こ
の
街
灯
は
、
誰
が

お
金
を
払
う
の
か
な
と
思
っ
て
、
家

の
人
に
聞
い
て
み
る
と
、
税
金
で
払

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私

は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

税
金
を
家
の
人
が
払
っ
て
い
る
の
は

知
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
ん
な
に
身
近

で
、
人
の
た
め
に
な
る
も
の
に
変
わ

っ
て
い
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
ほ
か
に
も
、
ど
ん
な
こ
と

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
く
と
、

道
路
工
事
や
公
共
の
建
物
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
た
ち
が

利
用
す
る
も
の
が
こ
わ
れ
た
時
、
そ

れ
を
直
す
の
も
税
金
だ
そ
う
で
す
。

私
の
家
の
近
く
に
街
灯
が
で
き
た
の

も
、
も
し
か
す
る
と
、
私
た
ち
が
払

っ
て
い
る
消
費
税
の
三
円
や
五
円
が
、

街
灯
を
造
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。も

し
、
私
た
ち
が
、
税
金
を
払
わ

な
け
れ
ば
、
こ
の
町
は
ど
う
な
っ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
わ
れ
た
も

の
は
、
き
っ
と
誰
も
直
さ
な
い
し
、

新
し
く
何
か
を
造
る
に
も
、
誰
も
造

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
町
も
す
ご
く
住
み
に
く
く
な
り 

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
税
金
の
な
い
時
代

は、
 

考
え
る
と
あ
り
え
な
い
世
界

だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
ま
で
、
ど
う
し
て
私
た

ち
子
供
ま
で
が
、
消
費
税
を
払
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
す
ご
く
疑

問
で
め
ん
ど
う
だ
っ
た
け
ど
、
私
た

ち
の
利
用
す
る
も
の
や
た
く
さ
ん
の

人
の
た
め
に
な
る
の
な
ら
、
税
金
て

す
ご
く
大
切
な
も
の
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
大
人

に
な
っ
て
、
税
金
を
払
う
よ
う
に
な

っ
た
時
は
、
快
く
払
え
る
よ
う
な
大

人
に
な
り
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

平成� 7年度住民税申告受付及び

所得税納税相談日程表

月日(曜日) 該当地区 時
間

場 所

3月� 2日(木) 黒 岩 勝浦会館�  

3月� 3日幽 星 山-'"  

午� 
星谷 集会 所

3月� 6日(月) 中 山 前 中山集会所�  

3月� 7日伏) 横 j頼
九� 

時
農村湖般普センター� 

3月� 8日(水) 与 川内 同 上

3月10日幽� j:Jj 本
午� 

後 勝淵1農↑品坂本事業所� 

3月13日(月) 坂 本
四

時� 
坂 本 集 会 所

3月14日(火) 全� IIIJ 
勝浦町役場�  

(2階第� 1，2~議萄 

3月15日(水) 主介、民� IIIJ 同 上

住
民
税
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は

正
し
く期

限
内
に
ノ

税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に
/

住
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基

づ
い
て
一
年
間
の
所
得
を
計
算
し
、
適
正
な
申
告
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
加
算
金
や
延
滞
金
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
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税
に
関
す
る

作
文

勝
浦
中
学
校
三
年

坂

口

美

鈴

わ
た
し
た
ち
国
民
に
か
せ
ら
れ
て

い
る
大
き
な
義
務
の
中
で
税
金
を
納

め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
国
民

が
納
め
て
い
る
税
金
は
、
わ
た
し
た

ち
一
人

一
人
の
た
め
に
つ
か
わ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
家
の

近
く
に
も
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
利
用
で
き
る
公
民
館
の
よ
う
な

も
の
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も

税
金
の
中
の

一
部
で
建
て
ら
れ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
せ
ま
く

て
不
便
だ

っ
た
道
路
も
広
く
、
通
り

や
す
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ

っ
て
税
金
で
直
し
た
も
の
で
す
。
わ

た
し
は
、
税
金
と
は
国
民
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

で
も
、
今
ま
で
の
わ
た
し
は
、
税

金
な
ど
の
社
会
の
仕
組
み
な
ど
に
全

く
無
関
心
で
税
金
な
ん
て
め
ん
ど
う

だ
、
ど
う
し
て
納
め
る
必
要
が
あ
る

の
か
な
ど
、
税
金
の
つ
か
わ
れ
方
な

ど
を
知
ら
ず
に
勝
手
に
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
子
供

に
は
関
係
な
く
大
人
だ
け
が
納
め
る

も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
も
ま
ち
が
い
で
し
た
。
わ

た
し
は
ま
だ
働
い
て
い
な
い
の
で
、

大
人
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
で

も
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
み

る
と
、
わ
た
し
も

一
人
の
国
民
と
し

て
社
会
の
た
め
に
税
金
を
納
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
何
を
買

っ
て
も
つ
い
て

く
る
消
費
税
で
す
。
そ
の
三
パ
ー
セ

ン
ト
の
消
費
税
も
、
同
じ
よ
う
に
、

社
会
の
た
め
に
、
国
民
の
た
め
に
役

立
ち
、
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
こ
と
が
わ
か

っ
た
今
、
わ
た

し
は
、
今
ま
で
考
え
て
い
た
、
め
ん

ど
う
だ
と
か
、
ど
う
で
も
い
い
の
に

と
か
思

っ
て
い
た
自
分
が
は
ず
か
し

く
思
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
わ
た
し
が
払

っ
て
い

る
少
し
の
お
金
で
も
、
社
会
の
た
め

，圃、

に
少
し
で
も
役
立

っ
て
い
る
と
思
う

と
な
ぜ
か
ほ
こ
り
に
思
え
て
き
た
の

で
す
。
今
ま
で
本
当
に
無
関
心
で
な

に
げ
な
く
納
め
て
い
た
消
費
税
も
、

こ
ん
な
に
社
会
の
た
め
に
役
立

っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
お
年
寄
り
が
増
え
、

高
齢
化
社
会
に
な

っ
て
き
ま
す
。
だ

か
ら
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
施
設
や
、

お
年
寄
り
が
楽
し
め
る
場
所
な
ど
も

必
要
と
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
に
も
ま
た
、
税
金
が
役
立

っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
が
大

人
に
な
る
ま
で
に
、
き

っ
と
た
く
さ

ん
の
便
利
な
も
の
が
建
て
ら
れ
た
り
、

道
路
も
今
ま
で
以
上
に
よ
く
な

っ
た

り、
 

よ
り
も
、
も

っ
と
お
年
寄
り

も
す
ご
し
や
す
く
な

っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
な

っ
て
く
る

の
も
、
国
民

一
人

一
人
の
力
だ
と
思

い
ま
す
。

わ
た
し
も
大
人
に
な

っ
た
ら
、

一


生
懸
命
に
働
い
て
社
会
の
た
め
に
、


A
7

税
金
を
こ
こ
ろ
よ
く
納
め
ら
れ
る
人

に
な
り
た
い
で
す
。

喝、� r 
h 

~~ 

廃
車
手
続
き
は

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
税
は
四
月

一
日
現
在
所
有
の
軽
自
動
車 

(原
付
自
転

車
等
を
含
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
も
う
す
で
に
廃
車
し
た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
ず

っ
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売

っ
た
り
、
譲

っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

一
二
五
∞
以
下
の
原
付
自
転
車
は
、
町
役
場
で
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自
動
車
協
会
、
一

二
五
∞
を
超
え

る
二
輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局
で
な
け
れ
ば
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保
険
課 

(
宮
二 

二
五

一
三
)、

軽
自
動
車
協
会 

(
宮 

八
八
六

1
=二
|
六
六
七
五
)
ま
た
は
、

四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局 

(
E
O
八
八
六
|
コ
二
|
四
八
八
二 
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の


縦
覧
日
の
変
更
に
つ
い
て


平
成
七
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
期
間
が
、
今
年
は
四
月
五
日

か
ら
四
月
二
十
四
日
の
聞
に
変
更
な

り
ま
す
。

O

l

回
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人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

優

秀


賞


宮
床
彰
一
さ
ん

勝
浦
中
一
年

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
(
局
長
賞
)


美
馬
有
希
さ
ん

横
瀬
小
六
年

毎
年
十
二
月
の
人
権
週
間
に
ち
な


ん
で
行
な
わ
れ
る
全
国
中
学
生
作
文


コ
ン
テ
ス
ト
と
全
国
小
学
生
人
権
書


道
コ

ン
テ
ス
ト
の
平
成
六
年
度
徳
島


大
会
に
お
い
て
、
勝
浦
中
学
校
宮
床


彰
一
さ
ん 

(与
川
内
)
と
横
瀬
小
学


校
美
馬
有
希
さ
ん
(横
瀬
)
が
、
優


秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。


二
人
の
快
挙
に
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
ま
す
。 

t))~ ゆ⑫会ペー込さ?


A
7

E

A
7

A
7

/ 

¥J  

アイヌを通して

学んだこと


「
残

っ
た
三
人
は
い
つ
も
話
し
て

い
た
。
一

番
先
に
死
ね
た
者
は
幸
せ

だ
と
。
な
ぜ
な
ら
あ
と
の
二
人
が
確

実
に
ア
イ
ヌ
式
の
葬
儀
を
あ
げ
て
く
れ

る
の
だ
か
ら
。
最
後
の

一
人
は
誰
に

も
あ
げ
て
も
ら
え
な
い
の
だ
か
ら
!
己

こ
の
言
葉
は
、 

で
も
鮮
明
に
心

の
中
に
残

っ
て
い
ま
す
。

修
学
旅
行
で
私
た
ち
は
北
海
道
へ


と
渡
り
ま
し
た
。
海
を
越
え
て
や

っ


て
き
た
、
こ
の
広
い
大
地
を
前
に
し


た
誰
も
が
浮
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思


い
ま
す
。
二
風
谷
へ
行
く
と
き
も
、


た
だ
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
見
て
く
る
だ


け
だ
と
単
純
に
考
え
て
い
ま
し
た
。


と
こ
ろ
が
そ
こ
へ
さ

っ
き
の
言
葉

で
す
。
ア
イ
ヌ
の
血
を
引
く
萱
野
さ 

ん
は
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
ア
イ
ヌ
の

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

沙
流
川
に
た
く
さ
ん
の
魚
が
い
た

こ
と
、

一
年
に
六
万
五
千
頭
も
の
シ

カ
が
と
れ
た
こ
と
、
結
婚
し
た
夫
婦

は
新
し
い
家
を
建
て
る
こ
と
|
。
そ

し
て
、
日
本
人
が
こ
の
土
地
に
入

っ

て
き
た
と
き
の
こ
と
を
。

当
初
は
公
正
な
取
り
引
き
で
あ

っ

た
は
ず
な
の
で
す
。
お
互
い
が
お 

い
を
豊
か
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
は

ず
な
の
に
:
:
:
。
日
本
は
徹
底
し
た

同
化
政
策
を
と
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ

の
文
化
と
生
活
の
場
は
う
ば
わ
れ
て

し
ま

っ
た
の
で
す
。

「
最
初
に
死
ん
だ
者
が
幸
せ
己

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
私
は
強
い
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
の
祖

先
が
犯
し
た
も
う
と
り
か
え
し
の
つ

か
な
い
過
ち
を
、
悔
し
く
、
そ
し
て

恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

い
え
、
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
イ
ヌ
の
こ
と
を
日
本

の
文
化
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
た

私
自
身
に
も
腹
が
立

っ
た
の
で
す
。

初
め
て
聴
い
た
ユ
ー
カ
ラ
、
意
味


は
解
ら
な
く
て
も
ア
イ
ヌ
の
大
ら
か


な
精
神
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ず


っ
と
、
ず

っ
と
昔
か
ら
ア
イ
ヌ
は
こ


の
土
地
を
愛
し
、
生
き
て
き
た
の
で


し
ょ
う
。
「
日
本
人
」
と
な

っ
た
彼
ら


は
何
を
思
い
、
何
を
考
え
て
死
ん
で


い
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
 

も
私
は
考
え
ま
す
。
旅
行
に
行

く
前
の
自
分
と
帰

っ
た
後
の
自
分
、

そ
し
て
ア
イ
ヌ
の
思
い
。
学
習
を
重

ね
る
ご
と
に
、
答
え
は
う

っ
す
ら
と

見
え
て
き
ま
し
た
。

「
人
権
」 

|
そ
れ
は
私
た
ち
の
生

き
る
権
利
。
私
た
ち
が
、
私
た
ち
で

い
る
た
め
の
最
後
の
砦
。
同
じ
人
間

で
あ
り
な
が
ら
、
私
た
ち
の
祖
先
は

ア
イ
ヌ
に
こ
れ
を
与
え
よ
う
と
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

?

私
た
ち
は
と
か
く
、
自
分
た
ち
と

異
な

っ
た
容
姿
や
考
え
を
持
つ
者
を

排
除
し
た
が
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の

文
化
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
れ

は
そ
れ
で
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
い
き
す
、
ぎ
る
と
他
の
文

化
を
自
分
た
ち
よ
り
劣

っ
た
も
の
と

し
て
見
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
イ
ヌ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
日
本


の
そ
う
い

っ
た
考
え
が
生
ん
で
し
ま


っ
た
大
き
な
過
ち
だ
と
思
い
ま
す
。


心
の
中
に
こ
の
お
ご
り
が
な
け
れ
ば
、


人
々
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
接
し
方
も


変
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思


い
ま
す
。


現
在
、
人
権
は
法
律
で
確
固
た
る

も
の
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
こ
れ
は
表
面
上
の
こ
と
で

あ

っ
て
、
心
の
中
で
の
差
別
は 

だ

に
ぬ
ぐ
い
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

か
つ
て
の
私
の
よ
う
に
、

一
つ
の
日

本
文
化
と
し
て
ア
イ
ヌ
を
見
る
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
の
中
の
差
別
が

消
え
な
い
か
、ぎ
り
、
真
の
人
権
を
手

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

少
し
気
に
な

っ
た
の
は
、
北
海
道

の
お
土
産
を
買
う
時
、

ア
イ
ヌ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
ち
こ
ち
に
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
が

『
ア
イ

ヌ
を
知

っ
て
も
ら
お
う』

と
い
う
意

味
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
単
に
売
る

た
め
だ
と
し
た
ら
|
。
私
、が
言
う
の

も
さ
し
で
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
や

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
差
別
は

な
く
す
べ
き
で
す
が
、
ア
イ
ヌ
と
し

て
の
誇
り
は
失
わ
ず
に
い
つ
ま
で
も

持
ち
続
け
、
伝
え
て
い

っ
て
ほ
し

い

と
思
い
ま
す
。

私
は
ア
イ
ヌ
を
漠
然
と
し
て
で
は

あ
る
が
理
解
で
き
た
今
、

一
ま
わ
り

大
き
く
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。
人
々

が
心
の
差
別
と
偏
見
を
な
く
し
、
真

の
人
権
を
手
に
入
れ
る
日
を
信
じ
て
、

そ
の
力
に
な
れ
る
よ
う
な
人
聞
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
) 
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，、

〆'喝、

末
子

会
②


松

並

武

夫 mu
昌


立》

三》


選

大
連
に
聞
き
し
終
戦
の
玉
音
は
ド
ラ

マ
と
な
り
て
今
よ
み
が
え
る

横

瀬

林

と

み

え

〈評
〉
今
年
は
戦
後
五
十
年
と
な
る
。

こ
の
作
者
は
五
十
年
前
の
終
戦
の
玉

音
を
旧
満
州
国
の
大
連
で
聞
い
た
の

だ
。
外
地
で
祖
国
の
敗
戦
を
知
ら
さ

れ
た
同
胞
の
、
そ
の
日
か
ら
の
苦
難

は
ま
さ
し
く
ド
ラ
マ
の
連
続
で
あ

っ

た
は
ず
。
「
今
よ
み
が
え
る
」
に
万

感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
「
玉

音
」
と
い
う
言
葉
に
も
戦
中
を
生
き

て
き
た
人
の
思
い
が
こ
も
る
。

理
不
尽
な
る
こ
と
の
数
多
に
耐
え
て

き
し
愚
鈍
と
い
う
性
今
は
楽
し
む

棚

野

殿

川

早
苗

〈評
〉
世
の
中
に
は
道
理
に
合
わ
な

い
こ
と
を
無
理
に
押
し
つ
け
た
り
す

る
人
が
い
る
も
の
だ
。
こ
れ
を
「
理

不
尽
」
と
い
う
。
そ
ん
な
人
た
ち
の

中
に
い
る
と
自
分
の
判
断
力
さ
え
も

鈍

っ
て
し
ま
い
、
聞
が
ぬ
け
て
何
も

出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
を
「
愚
鈍
」
と
い
う
。
こ

の
歌
の
�
 (作
者
の
)
す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
は
人
に
も
自
分
に
も
さ
か
ら
わ

ず
「
今
を
楽
し
む
」
心
の
余
裕
を
持

っ
て
い
る
こ
と
だ
。

息
子
二
十
歳
女
の
子
な
れ
ば
と
思
い

つ
つ
擾
袖
展
を
見
て
廼
る
な
り

横

瀬

日

下

克

子

〈評
〉
息
子
が
三
十
歳
と
な

っ
た
。

成
人
式
で
あ
る
。
男
の
子
だ
か
ら
背

広
だ
が
、
も
し
も
女
の
子
だ

っ
た
ら

振
袖
を
着
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
な

l

が
ら
振
袖
展
を
見
て
回
る
作
者
。
そ

し
て
「
女
の
子
な
れ
ば
と
思
い
つ
つ
」

に
女
の
子
も
欲
し
い
ナ
と
思
う
気
持

ち
も
ち
ょ

っ
ぴ
り
出
た
と
解
釈
し
て

無
口
な
る
息
子
が
電
話
か
け
て
来
て

地
震
の
安
否
を
気
づ
か
い
く
る
る

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

〈評
〉
こ
の
た
び
の
阪
神
大
震
災
が

直
接
の
テ
�
 マ
と
な

っ
た
。
い
つ
も

は
無
口
な
息
子
だ
が
、
誰
よ
り
も
先

に
安
否
の
電
話
を
か
け
て
く
れ
た
。

ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
し
ゃ

ぺ
ら
な
い
の

に
こ
ま
ご
ま
と
気
づ
か

つ
て
し
ゃ

べ

っ
て
く
れ
る
無
口
な
息
子
よ
。
ほ
ん

と
う
は
こ
の
子
が
一
番
親
思
い
の
や

さ
し
い
子
か
も
知
れ
ぬ
、
と
思
う
お

母
さ
ん
の
歌
。

投
げ
銭
を
乞
う
て
曲
芸
見
せ
る
児
の

〈評
〉
中
国
の
広
州
を
旅
し
て
の
歌
。

道
端
で
曲
芸
を
し
て
見
せ
、
通
行
人

か
ら
銭
を
も
ら

っ
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
が
子
ど
も
だ
け
に
よ
け
い
悲
し
い

し
、
日
本
の
社
会
と
ち
が
う
と
こ
ろ

だ
。
子
の
顔
に
ぬ
ら
れ
た
真

っ
白
な

白
粉
と
赤
い
ほ
ほ
紅
が

一
層
に
悲
し

か
っ
た
。
私
も
三
度
ほ
ど
中
国
大
陸

を
旅
し
た
が
、
こ
う
し
た
光
景
は
い

た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
。
そ
し
て

子
ど
も
が
得
た
少
々
の
銭
も
背
後
に

い
る
ボ
ス
が
集
め
て
い
く
の
だ
と
聞

か
さ
れ
た
。

不
在
と
は
知
り
つ
つ
君
が
恋
し
く
て

ダ
イ
ヤ
ル
回
す
む
な
し
き
心

横
瀬
平
山
美
千
江

よ
も
、
ぎ
摘
み
八
十
路
を
過
、
ぎ
し
里
の

母
今
年
も
暮
れ
に
茄
で
で
届
き
ぬ

横
瀬
桜
木
千
代
子

幼
児
ら
の
笑
い
声
す
る
部
屋
の
中
孫

二
人
乗
せ
爺
が
這
う
て
い
る

中

山

栗

城

絹

ひ
こ
ば
え
の
育
ち
て
刈
田

一
め
ん
に

植
田
の
知
く
朝
日
か
が
や
く

棚

野

幸

山

美

好

山
茶
花
の
散
り
敷
き
し
道
掃
き
寄
せ

て
秋
惜
し
み
お
り
夕
暮
れ
の
刻

棚

野

英

吹
き
す
さ
み
何
処
に
行
き
し
風
か
悲

鳴
の
知
く
ア
ン
テ
ナ
の
鳴
く

横

瀬

谷

翠

山

若
き
日
は
母
の
心
を
知
ら
ざ
り
き
老

い
て
し
み
じ
み
亡
き
母
に
詫
ぶ

沼

江

斎

藤

重

子

老
い

二
人
の
家
を
訪
れ
手
を
か
ざ
す

幾
年
ぶ
り
か
炭
火
の
温
さ

棚

野

島

つ

と

む

風
邪
気
味
の
夫
を
気
づ
か
い
蜜
柑
採

り
止
め
て
厨
に
り
ん
ご
擦
り
お
り

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

時
折
り
に
わ
が
持
つ
山
に
登
り
来
れ

ば
植
え
し
苗
木
の
よ
く
育
ち
お
り

棚

野

谷

新

太

郎

湿
り
た
る
敷
草
燃
や
さ
む
杖
入
れ
て

目
を
つ
む
り
つ
つ
喧
せ
い
た
り
け
り

横

瀬

比

留

間

一

カ
メ
ラ
手
に
坂
か
け
上
る
た
く
ま
し

さ
一
日
居
眠
る
夫
と
思
え
ず

棚

野

田

中

茂

子

し
れ
ん
の
字
揃

っ
て
上
へ
撹
ね
お
れ

ば
仮
名
に
も
意
義
の
あ
る
か
の
よ
う

に

横

瀬

田

中

久

子

手
を
ひ
ね
り
巧
み
に
組
引
く
赤
き
コ

マ
う
な
り
て
回
る
間
数
え
い
る
子
ら

中
山
溝
内
喜
美
代

稼
勢
山
を
つ
つ
む
霞
の
中
を
飛
ぶ
白

鷺
は
や
が
て
見
え
な
く
な
り
ぬ

横
瀬
広
安
美
枝
子

仏
前
に
香
お
り
豊
か
な
る
水
仙
を
供

え
新
し
き
年
を
迎
う
る

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

草
津
節
口
ず
さ
み
つ
つ
湯
も
み
す
る

わ
れ
を
夫
は
ビ
デ
オ
に
収
む

沼

江

森

脇

光
子

ほ
ほ
紅
悲
し
広
州
の
旅

生

名

柳

田

狩
人
ら
声
た
か
ら
か
に
話
し
つ

つ
今

日
も
裏
山
深
く
入
り
ゆ
く

立

川

堀

梅

子

ま
だ
少
し
眠
り
の
ほ
し
き
声
を
出
す

一一
日
の
朝
に
聞
く
初
穂

中

山

山

下

房

雄

稼
勢
山
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
仰
、ぎ
つ
つ

朝
な
夕
な
に
安
ら
、ぎ
思
う

横

瀬

錦

内

常

一

八
十
の
手
習
い
な
ら
ん
糠
細
工
呆
け

防
止
に
と
今
日
も
編
み
つ
ぐ

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

年
々
を
迎
え
る
年
を
重
ね
来
て
ま
た

巡
り
く
る
春
を
よ
ろ
こ
ぶ

中

山

谷

尻

松

雄

痴
呆
の
母
九
十
路
の
坂
を
半
ば
し
て

三
つ
児
の
ご
と
く
糸
を
た
ぐ
れ
る

棚

野

平

岡

和

一

〈注
〉
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、

広
報
誌
と
し
て
広
く
町
民
の
投
稿
作

品
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
専
門
的
な
む
つ
か
し
い
批
評
は

避
け
、
町
民
の
誰
も
が
た
の
し
く
読

め
、
誰
で
も
が
投
稿
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
な
お
投
稿
作
品
は
全

部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る

っ
て

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

〈

係
〉

⑧
⑨
⑨
⑧
⑧
⑧


横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

二
|
四
五
八
三


三
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人
一
首


四
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句


回

宛

先


T
E
L

見
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元
読
振
協
会
長

図
書
館
運
営
委
員
長

仲
野
英
正
氏
の
死
去
を

悼
む

生
者
必
滅
、
会
者
常
離
の
世
と
は
い
え
、
人
の

死
は
な
ん
と
は
か
な
く
悲
し
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

去
る
二
月
十
二
日
逝
去
さ
れ
た
仲
野
会
長
の
死
は
、

勝
浦
町
に
と
っ
て
も
図
書
館
に
と
っ
て
も
こ
の
上

な
い
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
い
く
ら
惜
し
ん
で
も

惜
し
み
足
り
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

仲
野
会
長
は
、
勝
浦
町
読
書
友
の
会
の
会
長
と

し
て
永
年
読
書
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
ば
か
り
で
な

く
、
県
読
書
振
興
協
議
会
の
役
員
と
し
て
常
々
ご

活
躍
さ
れ
、
老
齢
を
理
由
に
再
々
の
辞
退
も
許
さ

れ
ず
、
八
十
歳
に
な
ら
れ
る
ま
で
貴
重
な
存
在
と

し
て
そ
の
重
責
を
果
た
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
永
年
の
読
書
振
興
に
対
す
る
ご
努

力
は
、
他
町
村
に
先
が
け
て
勝
浦
町
図
書
館
創
設

の
夢
を
具
現
化
し
、
お
陰
で
多
く
の
町
民
は
多
大

な
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

故
人
の
ご
功
績
に
よ
る
も
の
と
深
甚
の
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
図
書
館
開
館
に
際
し
で
は
、
図
書
館
運

営
委
員
長
と
し
て
県
立
図
書
館
よ
り
図
書
借
用
に

東
奔
西
走
し
、
図
書
購
入
ま
で
な
ん
と
か
図
書
館

の
存
在
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
も
そ
の
ご
労
苦

は
計
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

図
書
館
運
営
委
員
長
の
か
た
わ
ら
読
書
振
興
協

議
会
会
長
と
し
て
会
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
県

内
よ
り
諸
氏
を
招
へ
い
し
研
修
研
績
に
努
め
ら
れ

た
り
、
ま
た
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
鶴
林
寺
・

十
郎
兵
衛
墓
処
・
同
処
刑
場
な
ど
史
跡
探
訪
を
計

画
さ
れ
る
な
ど
、
会
員
か
ら
厚
い
感
謝
と
畏
敬
を

得
で
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
仲
野
会
長
が
、
肩
を
少
し
落
と
さ

れ
自
転
車
で
町
内
を
走
ら
れ
て
い
た
お
姿
を
つ
い

最
近
ま
で
拝
見
い
た
し
て
い
た
だ
け
に
、
悲
報
に

接
し
唯
々
驚
く
ば
か
り
で
す
。

永
六
輔
の
「
大
往
生
」
が
近
頃
愛
読
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
も
幸
せ
な
往
生
は
多
く
の
人
々
に
見

守
ら
れ
る
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点

臨
終
に
立
ち
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

悔
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
月
十
四
日

は
多
く
の
人
々
に
見
送
ら
れ
た
盛
大
か
つ
厳
粛
な

野
辺
送
り
は
、
必
ず
や
心
安
ら
か
に
黄
泉
の
国
に

旅
立
た
れ
た
こ
と
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
に
仲
野
会
長
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
我
々
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご

労
苦
に
心
よ
り
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

行

事

と

休

館

日

女
土
曜
子
ど
も
映
画
会

-R-R
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日
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日
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・
お
日

6
日
・
日
日
・
初
日
・
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日
・
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日
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午
後
二
時
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三
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内
容
は
お
た
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し
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に
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県
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図
書
館
協
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巡
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・
日
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日 

休
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日

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
老人医療費の一部負担金が改正されます（平成7年4月1日から）老人保健の資格の取得と手続きの方法

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



差
回

¥ノ

村農

一
ろ
一
間

三
一
勝

一・と一

喝、r，� 

f々

固

月 日 平成�  7年� 3 月� 31 日樹

地 区 土蕩 所 時 間 地 区 士暴 所

石原 ・沼江 沼江センター 午前� 9 :OO~ 9 :50 坂 本 坂 本 集 会 所

今山・山西
掛谷

勝浦郡農協
生比奈支所

午前10: OO~10: 50 坂 本
勝浦郡農協
坂本事業所

中 角 農村婦人の家 午前11 :00~11 :50 与川内
勝 浦 郡 農 協
与川内事業所

黒 岩 勝浦会 館 午後� 1 :OO~ 1 :50 横 瀬
勝 浦 郡 農 協
本所

星� F小'"  星 谷集会所 午後 2 :OO~ 2 :50 中 山 中山集会所

生 名 生名センター 午後� 3 :OO~ 3 :50 棚野・立川 棚野集会所

※久園地区は町役場税務保険課で行います。� 

ては入 い向 証で
く印 ・ な る きっでし有現
だ鑑転お 被更 きなた効在
さを出、 保新 まけが期交
いご・被 険 をしれ つ 限 付
。持 他保者 行てばてがし
参の険 証 いは使四満て
の健者 を ま、う月了い
う康の ご すっこー しる
え保方 持 かぎと日ま被
、険で参らのが以す保

役加異 く 、日で 降 。険
場入動 だ必 程きは 者
窓 等 ( さず のま、�  M: 
口)出 い現 とせ新 同
で が 生 。 在 おんし 三
手あ ・ 使り 。い 育
続 つ 死 用 係 被 三
きた 亡 さ 員保十
を 場・ れ が険

※� 4月1日以降は町役場税務保険課で行います。 し合転 て出 者
ー
日

|健康啓発映画会�  (
「フィラデルフィア」 をつぎのとおり上映します。

多数ご参加ください。� 

告二重〉
平成7年3月19日(日)
① 午後� 3時~ ② 午後� 7時~

¥
ノ
握
手
を
求
め
て
差

3
湖 
J

し
出
さ
れ
た
手
を

宕
嶋
~
握
り
返
せ
な
い
。

ft¥

心
が
ひ
る
む
。
今

し
が
た
「
エ
イ
ズ
に
か
か
っ

て
い
る
」
と
打
ち
明
け
ら
れ

た
ば
か
り
。
旧
知
の
間
柄
な

の
に
、
わ
だ
か
ま
り
を
隠
せ

な
い 

v
e自
由
と
兄
弟
愛
の

街
e
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
。

超
一
流
の
法
律
事
務
所
で
働

く
有
能
な
弁
護
士
が
エ
イ
ズ

の
診
断
を
受
け
、
解
雇
さ
れ

る
。
彼
は
、
不
当
差
別
解
雇

と
し
て
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と

決
意
し
た
も
の
の
九
人
の
弁

護
士
に
次
々
と
断
ら
れ
て
し

ま
う 
V
か
つ
て
法
廷
で
戦
っ

た
好
敵
手
の
黒
人
弁
護
士
に

依
頼
す
る
が
、
こ
こ
で
も
同

じ
。
握
手
の
手
も
引
っ
こ
め

ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
孤
立

改境環

3三聖〉
勝浦町・勝浦町教育委員会

、
/セ

勝浦町国民健康保険
(ミニヘルスパイオニアタウン事業) 

(fi ~τ 勝浦町青年会

入場無料

見」 無
援
の
戦
い
に 

と
思
い
き

や
、
兄
弟
愛
の
街
の
こ
と
。

思
い
直
し
た
黒
人
弁
護
士
が

立
ち
上
が
る
。
二
人
が
戦
う

見
え
ざ
る
敵
は
「
差
別
と
偏

『
シ
ン
ド
ラ 

の
リ

V

l

ス
ト
』
に
続
い
て
徳
島
ホ
ー

ル
で
七
日
封
切
ら
れ
た
『
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
』
は
、
エ

イ
ズ
問
題
に
初
め
て
真
っ
正

面
か
ら
向
き
合
っ
た
作
品
。
。

『
羊
た
ち
の
沈
黙
』
で
九
一

年
度
ア
カ
デ
ミ
ー
貨
を
総
ざ

ら
い
し
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
デ

ミ
監
督
が
ま
た
も
一
石
を
投

じ
た 

エ
イ
ズ
は
地
球
上
に

確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。
県

保
健
予
防
課
が
把
握
し
て
い

る
県
内
の
患
者
・
感
染
者
は

二
人
。
全
国
千
四
百
七
十
六

人
の
一
%
に
満
た
な
い
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
血
液
検
査
を

受
げ
た
り
、
悩
み
相
談
を
持

ち
こ
ん
だ
の
は
四
千
人
を
超

え
る 

そ
れ
に
し
て
も
、
ト

ム
・
ハ
ン
ク
ス
の
演
技
は
見

も
の
。
病
の
進
行
と
と
も
に

減
量
す
る
こ
と
十
三 

。
疲

労
感
を
に
じ
ま
せ
、
エ
イ
ズ

患
者
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
鬼

気
迫
る
。
主
人
公
を
取
り
巻

く
家
族
、
恋
人
、
友
人
の
愛

の
き
ず
な
も
静
か
に
浮
き
立

た
せ
、
純
な
人
間
賛
歌
を
う

た
う 

ウ
イ
ル
ス
は

握
手
し
た
だ
げ
で
は
感
染
し

な
い
。
分
か
っ
て
い
な
が
ら

一
度
は
手
を
引
っ
こ
め
る
時

が
今
に
必
ず
や
っ
て
く
る
。

V
H
I
V

V V

J j

〈平成� 6年 7月27日付徳島新聞から転載。徳島新聞社提供。〉
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こととされており ，予防接種の対象者は予防接

れています。

接 種� 
{蔚 考

回 数 間 隔 接種量 方法� 

3 回� 3 ~ 8 週 各� 0 .5mf -第� l期で接種間隔があいた場合

は.すべてのやり直しはせず規

皮下
定の回数を接種する。� 

1 回� 0.5mf 
3 ) 

1 回� O.lme 

-下痢がある場合は延期する。� 

2 回� 6週以上 各� 0.05me 経口
-服用直後に吐き出した場合は再

服用させる。� 

-通常�  .春と秋に� 2回行う 。� 

1 回� 0.5me 皮下�  
-麻しんの予防接種は.標準的な

接種年齢のうち.できるだけ早

期に行う 。� 

-幼児について行 う風しんの予防

接種は� .麻しん接種の後に行 う� 

1 回� 0.5me 皮下 ことを原則とする。� 

1 回� 0.5me 皮下 -中学生の男女とも対象となる。� 

-小学生については以前に風しん

の予防接種を受けたことがある

場合は接種を行わない。� 

2 回� 1 ~ 4 週 0.5me 

(3歳u上) 
1 回

皮下�  
. 

1 回� 0.25mf 

1 回� (3歳未満� ) 
'----

こ
の
法
律
は
、
伝
染
の
お
そ
れ
が

表
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

あ
る
疾
病
の
発
生
及
、
び
ま
ん
延
を
予

ま
た
予
防
接
種
は
、
集
団
接
種
か
ら

防
す
る
た
め
に
予
防
接
種
を
行
な
い
、

個
別
接
種
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
て

健
康
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

お
り
、
こ
れ
に
伴
な
い
接
種
料
の
負

平
成
六
年
十
一
月
の
広
報
で
も
・お

担
金
が
徴
収
さ
れ
る
予
定
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
予
防
接
種
法
・
結
核
予
防
法
が

知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
予
防
接

〈主
な
改
正
点
〉

改
正
さ
れ
ま
す

種
法
及
び
結
核
予
防
法
が
十
月
一
日

・
対
象
と
な
る
疾
病
が
変
わ
る

か
ら
改
正
さ
れ
す
で
に
実
施
し
て
お

.
対
象
年
令
が
変
わ
る
。

り
ま
す
が
、
四
月

一
日
か
ら
は
左

-風しんの予防接種は.平成 7年度には.小学校� 1年. 2年で生後90月以下の者に

ついて.平成 8 ~1l年度には小学校 1 年生で生後90月以下の者について行う 。

・中学生について行う風しんの予防接種は.平成 7年� 4月 1日から平成15年� 9月30

日までの間実施す る。

-結核予防法

種類
女す 象 年 齢

接

回数 間 隔

種

接種量 方法� 
{蒲 考

BCG 

4歳未満のツ反陰性者� 

小学校 1年のツ反陰性者

小学校 2年のツ反陰性者

中学校�  1年の ツ反陰性者� 

中学校 2年のツ反陰性者

各 1回
ツ反判定後� 

2週間以内
規定のスポイトで滴下 経皮

-小学校 2年，中学校

2年は，それぞれ小� 

学校 1年，中学校� 1

年でツ反陰性の者の

み対象となる。

MUS04
テキストボックス
健康婦だより
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わ
た
し
た
ち
は
、
か
ら
だ
の
不
調

を
感
じ
る
と
医
療
機
関
へ
行
き
ま
す
。

し
か
し
自
覚
症
状
が
な
く
健
康
に
自

信
が
あ
る
と
、
自
分
の
か
ら
だ
へ
の

配
慮
を
欠
き
、
無
理
を
重
ね
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

病
気
は
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
深
く
静
か

に
進
行
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
。
日
本
人
の
死
亡
原
因
に
占
め

る
成
人
病
の
割
合
は
、
実
に
六
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
平
成
六
年
度
総
合

健
診
を
行
い
ま
し
た
が
、
受
診
さ
れ

た
方
は
、
ど
の
よ
う
な
判
定
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
か
。
健
診
を
受
け
る
の

は
、
積
極
的
な
健
康
管
理
の
第
一
歩

で
す
。
こ
の
機
会
を
ム
ダ
に
せ
ず
健

診
の
結
果
を
生
か
し
て
悪
い
習
慣
が

あ
っ
た
ら
改
め
、
健
康
な
生
活
に
結
び

つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ

れ
た
方
は
、
心
、
ず
医
療
機
関
で
受
診
し

中
小

1
レ
レ
品
加
つ
'。

-R
/ 司ヘ

*

回

「食
生
活
」
ち
ょ
っ
と
工
夫
を
/

食
生
活
の
基
本
は
「
規
則
正
し

く
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
」
が
原
則
で
す
。

し
か
し
現
代
の
食
の
パ
タ
ー
ン
は
、

基
本
と
は
、
だ
い
ぶ
か
け
は
な
れ
て
い

て
、
健
康
に
さ
ま
、
ざ
ま
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
問
題
点
と

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に 

対
策
を
あ
げ
て
み
ま
し
た

。

予防接種法の

予防接種法による予防接種は市町村長が行う

種を受けるよう努めなければ‘ならないこととさ

-定期接種-予防接種法 (平成 7年4月1日以後)

対象疾病 接 干霊

( ワ

ジフテリア

クチン)

沈降精製�  

主サ 象 年 齢

1期初回 生後�  3 ~ 90月

1期追加 生後�  3 ~ 90月 

標準的な接種年齢� 

生後�  3 ~ 12 月

1期初回接種(3回)

百日ぜき�  D P T 
( 1期初回接種� ( 3回)

終 了 後 �  6カ月以上の

後 12~18月

破傷 風 ワクチン 間隔をおく)� 

ポ 1) オ

麻 し ん

2期� 11~12.歳 (DT トキソイド)

生後�  3 ~90月

生後 12 ~90月

生f変 12 ~ 90月 

小学校 6年

生後 3 ~ 18月

生後 12 ~ 24 月

- 生後 12~36月

風 し ん� 12 ~15歳 -小学校 1年� 

日 本 脳 炎

1期初回 生後�  6 ~90月 

1期追加 生後�  6 ~90月

(1期初回終了後概ね 1年� 

おく)� 

2期� 9 ~ 12歳

3英月� 14~15歳

-中学生� 

3 歳� 

4 歳

小学校 4年� 

中学校 2年

-標準的な接種年齢とは.受けるのに望ましい年齢です。

・三種混合ワクチンの接種部位かっ同一接種部位に反復して接種すること

はできるだけ避け.左右の腕を交代で接種する。(ワクチンはアルミニウ

ム塩に吸着されているので注射局所のアルミニウム塩の吸収が遅く .硬

結が 1~2 月も残存することがある)

食生活の問題点とその対策

食のスタイル

タト 食

半調理品
(レトルト食品)

夜 食

間 食

朝食抜き

問 題 ，点

『奇カロリー，品塩分
単品による野菜不足

保存料，着色料
栄養のかたより

』巴� i筒� 
カロリ一過多

お菓子による
糖質，脂質のカロリ一過多

疲労感，貧血，集中力減退

ワンポイント対策

せめて，� 1食にとどめま しょう� o

摂るときは牛乳などの乳製品や野菜ジュースなどをプラス。

手作り料理たとえば野菜の煮物，スープ，妙めものなどを。

10時以降，食べ物は口にしないよう心がけまし ょう。食べても，
芋や牛乳， クッキーやくだものなどを少量。

なるべく手づくりの低カロリーのものを摂るようにしましょう。

スープ，野菜ジュース，牛乳など，まず飲み物から始めましょう 。

MUS04
スタンプ
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3月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ。

日 曜 内� h台...テ

F 

受 付時 間 士暴 所 対 象 者
持参する� 

もの他� 

2 木 健 康 キ目 百炎

9 :30~11 : 00 与川内公会堂�  

一 自主 {主 民 健康手帳� 

13:30~15:00 中 山 集 会 所 �  

6 月 幼児ツベルクリン反応検査� 
農村環境改善

• H 5 .10. 1~H 6.9 .30 

までに生まれた子

予払ロI.~ 百

母子手帳� 

8 水
ツベルクリン反応判定と

陰性者に�  B C G接 種

13:30~ 1 5 : 00 
セ ン タ� -満 4歳未満でまだ受け� 

ていない子
予診票�  

9 木 健 康 本目 談

9 :30~11:00 久国集会所�  

一 般 住 民 健康手帳� 

13:30~15 : 00 星谷集会所�  

10 金� 1 歳児健康診査�  13:30~14:30 勝浦病院�  
• H 5.10. 1~H 6. 3.31 

までに生まれた子� 
母子手帳

16 木 健 康 中目 圭ロ夕水、

9 :30~11 :00 中 角 集 会 所 �  

自主 住 民 健康手帳� 

1 3:30~ 1 5:00 石原集会所�  

17 金 手L 児 健 康 診 査� 1 3:30~ 14:30 勝浦病院�  
• H 6 .6 .1~H 7 .1 .31 

までに生まれた子� 
母子手帳

19 日 愛 育 の つ ど し、� 10:00-14:30 
農村環境改善

センター
般 住 民一

健 康 キ目 日炎� 10:00~11 :30 勝浦会館 一 般 住 民 健康手帳� 

22 水
百日咳，ジフテリア，破傷風

三種混合予防接種
13:30~ 14:30 

農村環境改善�  

セ ン タ� 

2~4 歳未満 

- ・・期・1第� 1か月毎に� 3

回接種

-第� 2期… 1期終了後12
~18か月後に 1 回接種 

予三Il~ふ耳百て� 

母子手帳� 

23 木 健 康 キ目 54R 圭日 c 

9 :30~11 : 00 山 西 集 会 所 �  

一 般 住 民 健康手帳� 

13 :30~15 :00 沼江集会所

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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ム 
(オ
ー
プ

ン
二
含
む
)
、
女
子
十
三
チ
ー
ム
。

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
降
り
出
し
た

雨
の
中
、
元
気
良
く
走
り
出
し
た
選

手
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

4
川
ぞ
い
を
力
走 
r

l

ム
は
、
男
子
二
十
チ

勝
浦
郡
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー

第9回スポーツ少年団駅伝大会
 
33チーム(オープン 2含)

の参加で盛大に開催

戸、

二
月
十
二
日
、
星
谷
運
動
公
園
で

4
女
子
ス
タ
ー
ト
/

h
F

後
は
た
の
む
と

タ
ス
キ
の
リ
レ
ー

}I頂
位。

男 子 女 子

チー ム名 タイム チー ム名 タイム� 

l 坂本どんねるず
多予 ，"p

25 09 横瀬ミニバスケット� A
令子 やか� 

24 56 

2 生比奈少年野球クラブ� 25 19 横瀬�  J V C A 25 03 

3 坂本ファイターズ� A 25 41 生 比 奈クフブ�  B 26 23 

4 上勝 やまびこ�  A 25 48 生比奈小ミニパスケ� yトA 26 28 

5 生比奈小ミニバスケット� A 25 53 横瀬�  J V C B 26 39 

6 生比奈小ミニパスケ� 7トB 26 46 福原少女バレーボールクラプ� 26 48 

7 横瀬ミニバスケット� A 27 18 上勝ラビット�  27 23 

8 上勝東小サ� yカークラプA 27 18 生 比 奈クラブ�  C 27 31 

9 クレインアルファー� 27 25 横瀬ミニバスケット� B 27 33 

10 上勝 やまびこ�  B 27 32 生 比 奈 ク ラ プ �  A 27 36 

11 JJ券j甫タイガース� B 27 38 横瀬ミニバスケット� C 28 53 

12 目券j甫タイガース� A 27 38 生比奈小ミニパスケ� 7トB 29 54 

13 上勝東小サ� 7カークラプB 28 24 勝浦少年剣道教室�  30 45 

14 クレインフ守フボー� 28 46 

15 クレインチャーリ ー� 28 49 

16 坂本ファイターズ� B 29 46 

17 クレインデ.)レタ 29 58 

18 生比奈小ミニパスケ� γトC 30 21 

機1瀬ミニバスケット� B 
5区 ま で �  
25 10 

ク レイ ンエコ ー� 
3区 ま で �  
16 05 

司 ーー----~k'うわ 可哩盟国圃圃，め1¥
弘 一一←� ι"与� ‘，trI_ 一-F j kys

ミ� d りしぼってづ戸� )V・ 喝をきらしてづ-)ν 

5人以上のグループで加入思お tク宅~ポロ拶号問

/ヘ 

回

低額の掛金で，

できます。加入依頼書は教育委員会事務局，

徳島銀行の窓口にもあります。万一の事故の

ときのために，ぜひ加入しておきまし ょう。スポーツ安全保険に加入しよう

加入区分 ・掛金 ・補償額

』 対象となる団体
掛金

(1人年額)

傷害保険(保険金額) 賠償責倒耕

(支拙良度鶴
共済見舞金死亡

後遺隙害�  入院 通院

-スポーツ少年団，子ども会など中学生以下のグループ� 

-成人の文化活動，ボランティア活動のグループ

400 

円 最高� 

2，000 

万円

l日につき� 

4，000 

円

l日につき� 

1，500 

円� 

対人賠償

1人

11;意円
1事故�  

5億円� 

対物賠償

500 
万円

突然死およ� 
ぴ日射病，
熱射病によ� 
る死亡� 

120 
万円� 

-ママさん/'¥'レーなどのt也出或スポーツのグループ� 

-高校の運動部および大学・会社などのスポーツ同好会� 

-一定の資格のある指導者のグルー プ

1，300 

円� 

-老人 クラブ団体� 

団体員が，おおむね60歳以上の人により構成された団体

600 

円

500 

万円

1，800 

円
1，000 

円

MUS04
テキストボックス
安心してスポーツを
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1
月
間
日 
1
2
月
四
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

v-v-
aぅ
 

佳

O 


にノ

四

¥
大
字
中
角
{
子
東
山

大

西

慶

吾

/
大
字
久
国
字
馬
場

松

田

貴

美

子

¥
大
字
坂
本
字
平
野

杉

本

道

泰

/
羽
ノ
浦
町

大

野

恵

子

¥
小
松
島
市

佐

賀

勝

幸

毎

木

里

衣

/
大
字
沼
江
字
北
谷

¥
大
字
久
国
字
原

早

川

幸

雄

/
徳
島
市

佐

香

明

美

¥
大
字
三
渓
{
子
機
淵

藤

本

佳

孝

/
徳
島
市

幸

田

光

代

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字
沼
江

徳
政
栄
官
一
/
二
女

字
神
谷

智

美

¥

彩

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓
字
日
浦
朔

(敬称略)

③⑨ 
心配ごと相談

-日時 3月3日樹� 

3月10日倒� 

3月17日倒� 

3月24日樹

隆
一
(
引
歳
)

3月31日樹

-時間 大
字
生
名
字
野
口
石
塚
佐
平
(
釘
歳
)

大
字
生
名
{
子
大
前
杉
本
武
一
(
乃
歳
)

大
字
坂
本
字
中
谷
神
田
ミ
ヤ
ノ
(
卯
歳
)

大
字
三
渓
字
市
ノ
江
坂
口
ト
ヨ
ノ
(
卯
歳
)

大
字
三
渓
字
樫
糊
仲
野
英
正
(
位
歳
)

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

1
月
刊
日 
1
2
月
間
日


藤

本

忠

さ

ん

(

横

瀬

)


田
上
フ
ミ
ノ
さ
ん
(
中
山
)


横

山

聖

子

さ

ん

(

坂

本

)


勝浦会館�  3月行事
教室名 実施 日 時 間

陶芸�  
2 9 16 23 

午後� 7 : 30~ 
木 木 木 木

着付�  
10 24 

午後� 8 : OO~ 
金 金

手芸�  
2 16 30 

午後� 7 : 30~ 
木 木 木

1 8 15 
午後� 8 : OO~踊� り

水 水� 7.1< 

短歌�  13 27 
午後� 8 : OO~ 

俳句 月 月

生花�  
6 20 

午後� 8 : OO~ 
月 月

大正琴� 
9 16 25 

午後� 1 : 30~ 
木 木 土

習字�  
3 10 17 24 

午後� 7 : OO~ 
金 金 金 金

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階

l-受…
りますのでお気軽に� )

お問い合わせください。� 

の
法
改
正
に
よ
り
、
「
世
帯
主
と
の
続

柄
の
記
載
方
法
」
が
別
表
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
、
住
民

に
係
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
親
族
関
係
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
す

世
帯
主
と
の
続
柄
の

記
載
方
法
が
変
わ
り
ま
す

平
成
七
年
三
月
一
日
よ
り
住
民
票

住
民
票
に
お
け
る

(T

二 

二
五
一
一
)

E
L

l

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
社
協
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に
善

匿

名

(
横
瀬
)

夜間救急当番表�  住民票における世帯主との続柄の記載例 も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戸
籍
で
の

な
お
、
改
制
前
の
続
柄
を
記
載
し

続
柄
表
示
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

た
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
請
求
に

り
で
す
。

応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

3月� 1日 山 西医院�  2-3027 

3月� 3日 勝浦病院�  2-2555 

3月⑤日 湯浅医院�  2-2003 

3月� 7日 勝浦病院�  2-2555 

3月� 9日 赤岩 医院�  2-2006 

3月11日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

3月13日 上勝診 療所 �  6-0302 

3月15日 勝浦病院�  2-2555 

3月17日 山 西医院�  2-3027 

3月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

3月⑫日 湯浅医院�  2-2003 

3月23日 勝浦病院�  2-2555 

3月25日 赤岩 医院�  2-2006 

3月27日 勝浦病院�  2-2555 

3月29日 上勝診 療所 �  6-0302 

3月31日 勝浦病院�  2-2555 

区 分 改 正 同日 改正後� 
> 

嫡出子 長男，二女等 子

特別養子 長男，二女等 子

養子 養子

子� 
(婚姻関係がある

渇告は.判明する

よ7に記下の載夫す)る)
「子� (子� l

嫡出でない子(世帯主である

父に認知されている場合)
子 二J乙

嫡出でない子(世帯主である

父に認知されていない場合)
妻(未届)の子 同左

妻の連れ子(世帯主が夫であ

る場合)
妻の長男，二女等 妻の子

夫の連れ子(世帯主が妻であ

る場合)
夫の長男，二女等 夫の子

事実上の養子 縁故者 同左平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで
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